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一 般 質 問  〜 市政を問う 〜

　

公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
施

設
そ
れ
ぞ
れ
市
の
保
有
す
る

数
量
、
延
べ
床
面
積
は
。

総
務
部
長
公
共
建
築
物

は
、
庁
舎
を
始
め
1
3
7
施

設
。
延
べ
床
面
積
は
22
万

㎡
。
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
は
、

道
路
の
延
長
が
約
1
0
5
1

㎞
で
、
面
積
が
約
4
6
8
万

㎡
。
橋
梁
が
5
7
6
橋
で
、

面
積
が
2
万
㎡
。
上
水
道
の

対
し
て
は
、
国
庫
補
助
金
等

が
活
用
で
き
る
施
設
も
あ
る

が
、
そ
の
場
合
で
も
、
全
額

補
助
で
は
な
く
市
の
負
担
が

あ
り
、
一
般
財
源
で
あ
る
市

税
や
地
方
交
付
税
、
不
足
分

は
借
入
金
に
よ
る
対
応
と
な

る
。
不
足
の
財
源
は
、
原
則

と
し
て
基
金
の
取
り
崩
し
で

ま
か
な
う
こ
と
に
な
る
。

　

公
共
施
設
等
に
将
来
必
要

と
な
る
更
新
費
用
と
不
足
額

を
ど
う
認
識
し
、
今
後
の
管

理
の
方
針
に
つ
い
て
、
ど
の

く
ら
い
の
期
間
で
ど
の
程
度

削
減
し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長
今
後
40
年
間
で

施
設
等
の
更
新
に
必
要
な
投

資
経
費
は
、
毎
年
54
億
円
。

毎
年
約
25
億
円
不
足
。「
公

共
施
設
総
合
管
理
計
画
」
に

お
い
て
、
公
共
建
築
物
の
延

べ
床
面
積
を
、
概
ね
30
年
間

に
お
い
て
約
30
％
の
縮
減
と

設
定
し
、
選
択
と
集
中
を
進

め
る
。
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
つ

い
て
は
、
総
量
縮
減
は
難
し

い
た
め
、
長
寿
命
化
や
合
理

的
な
管
理
に
よ
り
、
更
新
費

用
の
削
減
や
平
準
化
を
図
っ

て
い
く
。

　

全
体
計
画
で
は
、
福
祉
や

教
育
の
類
型
に
つ
い
て
は
、

管
の
延
長
が
約
2
2
0
㎞

で
、
上
水
道
施
設
数
が
3
施

設
。
下
水
道
の
管
の
延
長
が

約
3
5
8
㎞
で
、
下
水
道
施

設
が
23
施
設
。

　

市
の
ハ
コ
モ
ノ
や
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
更
新
経
費
の
財
源

は
、
国
や
県
か
ら
の
特
別
な

手
当
て
が
あ
る
の
か
。

総
務
部
長
更
新
や
耐
震
化

な
ど
の
大
規
模
な
改
修
に

ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
打
ち

出
し
、
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。総務

部
長
総
合
管
理
計
画

に
お
い
て
、
福
祉
や
教
育
施

設
の
類
型
別
に
統
廃
合
や
複

合
化
、
用
途
変
更
、
廃
止
、

売
却
等
、
施
設
の
方
針
を
定

め
る
。
来
年
度
以
降
、
そ
の

方
針
に
従
い
、
施
設
総
量
の

適
正
化
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
、
予

防
保
全
の
考
え
の
も
と
、
長

寿
命
化
の
た
め
の
計
画
に

沿
っ
て
計
画
的
・
効
率
的
な

管
理
を
行
い
、
財
政
負
担
の

平
準
化
を
図
っ
て
い
く
。

市
長
借
入
金
の
返
済
や
交

付
税
の
縮
減
だ
け
で
な
く
、

基
金
は
、
景
気
変
動
に
よ
る

急
激
な
税
収
減
や
大
規
模
災

害
に
備
え
、
財
政
運
営
の
命

綱
と
し
て
一
定
の
規
模
は
必

要
で
あ
り
、今
あ
る
残
高
を
、

毎
年
度
切
り
崩
し
て
い
け
ば

よ
い
と
い
う
状
況
で
は
な

い
。
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
持
続
的
に
維
持
、
更
新

し
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た
防

災
・
減
災
対
策
と
し
て
、
計

画
に
基
づ
く
老
朽
化
対
策
を

着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

公共施設等の老朽化対策は
待ったなし

島田　浩 議員

　計画に基づく老朽化対策を進める
市　長

▲管理の方針及び数値目標


